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緒言
　吸着分離法は上・下水処理で知られているよう
に、大量に処理しなければいけない物質から微量
の不純物を取り除く場合に広く用いられている。
現在、この装置の設計法は確立しているといえる
が、設計精度の向上のためには操作設計に必要な
物性値を正確に求める必要がある。
　これらの物性値のうち、平衡関係に関しては既
に設計法が確立しているが、速度物性の一つであ
る境膜物質移動係数に関しては測定法が確立して
いない。また、もう一方の物性値である粒子内拡
散係数の決定には境膜物質移動係数を用いる必要
があるために、吸着以外の実験結果より導かれた
実験式により境膜物質移動係数を推算している。
　本研究の目的は、シャローベッド式固定層吸着
法を用いて粒子内拡散係数と境膜物質移動係数を
同時に決定する方法を見いだす事である。そのた
めに、数値計算により模擬iの吸着状態を作成して
その特徴を検討し、その結果を利用して決定法の
検討を行行った。この検討により、2つの移動物
性を互いに影響する事無く決定する方法を見いだ
した。
1　基礎式郡
計算に必要な無次元式は以下のようになる。
また、式で使用している無次元変数は以下のよう
に定義される。
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2．結果と考察
　これらの式から吸着の進行度合い（平衡到達
率）は、粒子内拡散係数（kF）や境膜物質移動係
数（Ds）に単独で依存するのではなく、変数Bi
で表されるBiot数と平衡のパラメータ（n）によ
り決定されると推察される。
　そこで、種々のkFとDsの値における平衡到達
率曲線を算出し、図1に示した。また、平衡のパ
ラメータ（n）についての検討結果を図2に示し
た。図1から、推察通り平衡到達率曲線はBiot
数に依存しているが、平衡のパラメータにはほと
んど依存していない事が明らかとなった。このこ
とは、平衡のパラメータ決定に多少の誤差を含ん
でいても移動物性の決定には大きく作用しない事
を示唆している。
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図1　平衡到達率曲線に与えるkFとDsの影響
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図2　平衡到達率曲線に与えるnの影響
　次に、種々のBiot数について平衡到達率曲線
を算出し、無次元吸着量QがO．2と08に対応す
る無次元吸着時間To．2とTo．sを決定した。これら
の値の比（To．8／To．2）とBiot数の関係を図3に示
した。図からBiot数が1から100の問であれば、
図を用いて無次元時間の比からBiot数の値が求
められる事が明らかとなった。一方、無次元時間
の比は実測時間の比（la8／輸2）と等しいことから、
実測値の比からBiot数が決定できるといえる。
するときの両曲線の時間比がえられる（図4参
照）．この値は（T／t）一（卿4）1・乳くなるので・
粒子内拡散係数が決定できる。
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図4　理論曲線と実測値の比較
　同様の方法を用いて境膜物質移動係数の値も算
出できる．このとき、T－（k，／βρ，イ）’一槻
の関係から、先に得られた理論平衡到達率曲線の
時間軸をBiot数により変換すると、境膜物質移
動係数決定用の理論曲線が得られる。
　これらの手順をまとめると以下のようになる。
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図3　無次元時間の比とBiot数の関係
30
　粒子内拡散係数の値を決定するには、従来から
用いられているカーブフィッティング法を用いる。
すなわち、実測値からBiot数を決定し、その値
に対応する理論曲線を求める。この曲線と実測値
を時間軸に対して対数表示して比較すると、一致
数値計算
i差分近似）
@T　vs．　Q
　　　　　　平衡・速度の実験
嘯O、8／τ0．2とBi数の関係　　　to　8／to　2の決定
@　数値計算　B徽の決定
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図5　移動物性決定の手順
3．まとめ
　数値計算を利用しながら粒子内拡散係数と境膜
物質移動係数の同時決定する方法を見出した。以
上の結果は投稿されており、1報は掲載されてお
り、もう1報は印刷中である。また、この手法を
完全混合槽実験にも適用して検討を加えており、
本年の夏に国際学会で発表予定である。
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